
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ.病院の概要 
2020 年 4 月～2021 年 3 月 

 

 

 

 

 



埼玉協同病院 年報 2020 年 VOL.33（通巻第35 号） 

 

 

 

 

 

■名称 

医療生協さいたま生活協同組合 埼玉協同病院 

 

■所在地 

埼玉県川口市木曽呂１３１７（〒３３３-０８３１） 

ＴＥＬ：０５７０－００－４７７１ 

ＦＡＸ：０４８－２９６－７１８２ 

ホームページ：ｈｔｔｐ：//kyoudou-hp.ｃｏｍ/ 

 

■開設年月日 1978 年4 月1 日 

 

■2020 年度実績（全体） 

外来延患者数 ２３５,１６１人 

１日平均外来患者数 ８３３.９人 

救急搬送受入れ件数 ３,４２２件 

新入院患者数 ７,６４８人 

在院患者延数 １０３,４９６人 

平均在院日数（一般） １０.７日 

病床稼働率（一般） ６９.６％ 

紹介患者率 ２３.２％ 

逆紹介患者率 ３０.２％ 

 

■標榜科 

内科 

循環器内科 

呼吸器内科 

消化器内科 

緩和ケア科 

神経内科 

小児科 

外科 

呼吸器外科 

消化器外科 

乳腺外科 

整形外科 

脳神経外科 

産婦人科 

泌尿器科 

皮膚科 

眼科 

耳鼻咽喉科 

精神科 

放射線科 

麻酔科 

リハビリテーション科 

病理診断科 

リウマチ科 

臨床検査科 

腎臓内科 

血液内科 

糖尿病内科 

救急科 

泌尿器科（人工透析） 

緩和ケア外科 

 

 

 

◇専門外来 

被ばく相談外来 

禁煙外来 

在宅医療 

 

 

■病床数 399 床 

病棟 病床数 診療科等 

Ｃ２ ６０ 消化器内科、一般内科、耳鼻咽

喉科 

Ｃ３ ４０ 産婦人科 

Ｃ３１ １３ 小児科 

Ｃ４ ２４ （緩和ケア病棟） 

Ｃ５ ５０ 呼吸器内科、泌尿器科、糖尿病

内科 

Ｄ２ ５７ 整形外科 

Ｄ３ ５５ 外科、整形外科 

Ｄ４ ４６ 循環器内科、腎臓内科、総合内

科、眼科 ＨＣＵ ４ 

Ｄ５ ５０ （回復期リハビリ病棟） 

 

■職員数 1,146 名 

職種 常勤・嘱託 非常勤 

医師 ６０ １７０ 

研修医（初期・後期） １６ - 

看護師 ２１６ ８９ 

助産師 ２３ ８ 

保健師 ４４ ５ 

准看護師 ４ １１ 

看護サポート ７ ３９ 

薬剤師 ２７ １ 

臨床検査技師 ２５ ６ 

理学療法士 ３１ - 

作業療法士 ２１ - 

言語聴覚士 ７ - 

視能訓練士 ２ １ 

歯科衛生士 ２ - 

診療放射線技師 ２５ １ 

臨床工学技士 １３ - 

管理栄養士 １１ ４ 

栄養士 １ - 

調理師 １１ ３ 

調理員 - ２４ 

介護福祉士 １０ - 

事務総合職 ８５ １１９ 

保育士 ４ １２ 

技師・助手 - ８ 

計 ６４５ ５０１ 

                 （２０２１年３月末日現在） 

１．概 要 
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２．組織機構図 
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ミッション 人を人として尊重し（人が人として尊重される）、地域包括ケア時代に輝く急性期病院になる 

～病院のリニューアルを成功させる（準備する）～ 

ビジョン ①救急医療・がん診療を軸に急性期病院としての機能と質を高める。 

②総合性と専門性を備えた医療専門職が集い、育つ病院になる。 

③ヘルスリテラシーを高める活動とともに、健康の社会的決定要因（SDH）の視点を日常診療にいかした生活支援を行う。 

④４つのセンターを中心に、各医療チームの活動が発展する組織運営を行う 

 

 戦略目標 重要成功要因 評価指標 

強い医療

生協を作

る視点(F) 

本院リニューアル・

第２病院建設を成功

させるために、黒字

経営を進める。 

予算を達成し、剰

余を確保する。 

・経常剰余 

・入院数（一般病棟） 

・Ｄ５病棟運営指標（占床率／平均在院日数） 

・ＤＰＣ（Ⅰ）（Ⅱ）の期間までの退院割合 

・手術件数 

・紹介率 

・逆紹介率 

・救急医療管理加算の算定数 

・薬剤総合評価調整加算の算定数 

・栄養情報提供加算の算定数 

利用者の

要望の視

点(Ｃ) 

人生のどの様なステ

ージでも様々な不

安や悩みを解決し、

住み慣れたまちで

最後まで生活し続け

る。 

病院のリニューア

ル、新病院建設を

機会に、地域の健

康づくりを活性化

させ、新しいつな

がりをつくる。 

・救急車要請お断り件数 

・保健師が実施した保健予防活動 

・ＡＣＰ・人生会議・私の優先したいこと等活用した学習開催数／満足度 

・健康らいぶらりでのミニ公開講座開催数/満足度 

・建設をテーマにした対話数 

・マイかるての満足度 

確かな仕

事 づ く り

の視点(P) 

地域の医療機関、施

設と協同して、地域

包括ケア時代にふさ

わしいスムーズな医

療・介護連携を行う。 

「働き方改革」に

見合った業務の

見直しをすすめる

と同時に、多職種

構成のチーム医

療を展開し、患者

の問題を解決でき

る支援をする。 

・法人内事業所からの紹介患者数 

・地域事業所との連携会議と実践活動 

・クリパス適応率 

・カンファレンス記録に記載されているプランと実践の評価 

・退院後に活かせる情報提供を行った満足度 

・入院中に食事が十分に食べられた、我慢しなくて良いという満足度 

・医師とのコミュニケーションを促進した満足度 

・身体抑制率 

・医療の質の目標 

・超勤削減 

・有給取得率 

育ちあい

の視点 

（E） 

リニューアル、新病

院開設に向けた、職

員確保と育成を進め

る。 

お互いの仕事を

理解しあい、多職

種連携の力を強

める。 

・総会学習の取り組み 

・中堅層参加の研修効果 

・救急に対応する職能ごとの訓練回数と効果 

・医療の達成度に関する満足度 

社会貢献

の視点 

災害対策。 頻発する自然災

害に対応できるよ

う備える。 

・緊急時対応訓練の数／参加人数 

・地域とともに実施した訓練の数 

３．2020 年度埼玉協同病院スコアカード 
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評価指標の定義と算出部門 ２０１９年度現状値 ２０２０年度目標値 

経営月報 

経営月報 

経営月報 

経営月報 

経営月報 

総合サポートセンター 

総合サポートセンター 

経営月報 

薬剤科 

食養科 

累計１６２,９７３千円 

６８５件 

９４.３％、５４.８日 

７２.６０％ 

２２５件 

２１.０５％ 

28.30％ 

月平均８８６件 

月平均１６件 

２０２０年度初指標 

累計１３７,９３２千円 

７２０件 

９５％以上、５２日以下 

７５％ 

２３０件以上 

４０％以上 

３０％以上 

月平均９５０件超 

月平均３０件 

月４５件以上 

救急診療委員会 

健康増進Ｃ会議 

ＱＭセンター＋総合サポートセンター 

ＨＰＨ推進センター 

建設事務局会議 

ＱＭセンター 

２,２６８件 

３１５（特定保健指導件数） 

２０２０年度新指標 

３回 

総会３回実施 

２０２０年度新指標 

２０００件を下回る 

３１５件 

 

７回 

総会含め７回 

８０％ 

総合サポートセンター 

総合サポートセンター 

クリパス委員会 

ＱＭセンター 

退院患者満足度調査 

退院患者満足度調査 

外来患者満足度調査 

認知症ケアチーム 

 

労働安全衛生委員会 

（取得日数／取得しなければならない日数） 

 

２５件 

４７.１０％ 

 

７９.２０％ 

６５.９０％ 

９１％ 

２４％ 

 

 

４８％ 

 

８０％超 

 

９１％超 

２０％以下 

教育研修センター 

教育研修センター 

救急診療委員会＋防災対策委員会 

ＱＭセンター 

  

防災対策委員会 

防災対策委員会 
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（１）入院医療（月平均値・診療実日数 31 日）                                ※期間：２０２０年４月～２０２１年３月 

 
実働病床数 入院数 退院数 延べ患者数 

平均 

在院日数 
稼働率 日当点 

一般病床 325 床 611 人 593 人 6,223 人 10.5 日 69.6％ 7,230 点 

回復期リハビリ病棟 50 床 11 人 23 人 1,406 人 55.4 日 93.8％ 3,829 点 

緩和ケア病床 24 床 15 人 22 人 357 人 16.0 日 51.8％ 5,400 点 

（２）外来医療（月平均・実績実日数２４日） （５）在宅医療（月平均） 

新患数 ６４７人  往診件数 ５１ 

延べ患者数 １９,５９７人  往診 延べ回数 ６６ 

一日当患者数 ８３４人    

日当点 １,２９２点  （６）透析 

組合員利用率 ８９.０％  年間透析件数 １,１４４件 

   新規透析導入数 ４４人 

（３）救急搬入患者数（月平均）  外来透析管理延べ患者数 ７５５人 

救急搬入患者数 ２８５  入院透析管理延べ患者数 ３９３人 

（要請数） ５１９    

（受入率） ５４.８％  （７）化学療法                （単位：人） 

（入院数） １０５  外来患者実人数 ２１７ 

   外来延べ患者数 ２,０６４ 

（４）健康診断        （単位：人）  がん薬物療法（点滴）実施実人数 １６７ 

各
種
健
康
診
断 

健康づくり健診 １８６    

特定健診 ２,８７４  （８）手術実績                （単位：件） 

被爆者健診 ２９  手術総件数 ２,７０４ 

国保ドック １,８３３  （全身麻酔手術数） （２,０５１） 

その他のドック ７３８  外科 ６９３ 

じん肺健診 １２０  整形外科 １,４８２ 

事業所健診 ９,０５５  産婦人科 ２８５ 

協会けんぽ ６,０３９  眼科 １５８ 

職員健診 ９９８  腎臓内科（透析） ７６ 

その他 ４,５４５  耳鼻咽喉科 ６３ 

合 計 ２５,４１９   

オ
プ
シ
ョ
ン 

胃がん ９,８３０  （９）薬剤（月平均）             （単位：枚） 

大腸がん １４,７１３  外来 処方箋枚数 ２３８ 

子宮がん ４,９３７  調剤数 ３９５ 

乳がん ４,８８５  入院 処方箋枚数 ４,３０２ 

腹部エコー ３,７３１  調剤数 １０,３０６ 

骨粗鬆症 ４５３    

前立腺がん ７７３    

胸部ＣＴ １４５    

腹部ＣＴ １７    

頸動脈エコー ３００    

※オプションは各種健康診断と重複する場合

があります 

   

４．2020 年度 医療経営統計等 
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（１０）検査           （単位：件）  （１２）放射線          （単位：件） 

尿一般 ３６,８７２  一般撮影 ４４,０１５ 

生化学 ６５,２１３  ポータブル撮影 １０,４９６ 

心電図 １２,１８８  乳房Ｘ線撮影 ２,３５４ 

トレッドミル ８２  骨塩定量測定 １,４９３ 

ホルター心電図 ６４０  ＣＴ １７,８７６ 

心エコー ３,２８３  ＭＲＩ ７,２０５ 

頸動脈エコー １,２８４  Ｘ線ＴＶ ２,４３７ 

甲状腺エコー ２３６  血管造影 ４７４ 

下肢エコー ３２６  超音波 ５,６４４ 

耳鼻科領域検査 ２,２０９    

肺機能検査 ２５０  （１３）リハビリテーション   （単位：人） 

眼底検査 １４３  脳血管リハビリ ２８,７４９ 

病理  廃用症候群リハビリ １９,３６９ 

婦人科細胞診 ４,８８３  運動器リハビリ ３４,００８ 

一般細胞診 １,９２５  呼吸器リハビリ ５,７９２ 

生検材料組織 ２,７８２  がんのリハビリ ６８０ 

手術材料組織 ７７３   

細菌  （１４）食養科 

一般細菌培養 ２４,８０８  患者給食数 ２５０,０５４ 

抗酸菌培養 ２,９２７  特別職 １００,７１１ 

   食事相談 外来 ２,２２９ 

          入院 ２,５６６ 

 

（１１）細胞診     

①細胞診の内訳（子宮頸部除く）                       （単位：件）                               

  陰性 疑陽性 陽性 材料不適 計 

婦人科（子宮頸部を除く） １,７３２ ３９ １１ ２９ １,８１１ 

呼吸器 ２６２ ２８ ３２ ５３ ３７５ 

消化器 ５５ ２３ １２ １７ １０７ 

泌尿器 ８１７ ５８ １３ １ ８８９ 

乳腺 ６１ １１ ３ ３０ １０５ 

甲状腺 ３９ ５ ０ ３ ４７ 

体腔液 ２１０ ２３ ３６ ０ ２６９ 

リンパ節 ４１ ８ １５ ３ ６７ 

その他 １００ ７ ２９ ２ １３８ 

計 ３,３１７ ２０２ １５１ １３８ ３,８０８ 

②子宮頸部                                     （単位：件） 

ＮＩＬＭ ２,６３７ ＨＳＩＬ ５０ ＡＩＳ ０ 

ＡＳＣ-ＵＳ ２１６ ＡＧＣ １６ Ｏｔｈｅｒ ｍａｌｉｇ ０ 

ＡＳＣ-Ｈ ４１ ＳＣＣ ４ 検体不適 ０ 

ＬＳＩＬ １０５ Ａｄｅｎｏｃａｒｃｉｏｎｏｍａ ２ 合計 ３,０７１ 
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（１５）医療相談        （単位：件）  （１８）紹介・逆紹介      （単位：人） 

相談延べ件数 ２３,５５１  紹介受入患者総数 ８,０１６ 

（うち新規相談数） （８,８２８）  （うち初診患者数） （４,２２１） 

無料低額診療事業  紹介先数 １,２１６ 

  相談 ７９  紹介率 ２３.２％ 

申請 ５２  逆紹介率 ３０.２％ 

    

(１６)医師事務作業補助   （単位：件）  （１９）診療科別紹介受入 （単位：件） 

診断書 １９２  診療科 紹介受入数 

健康診断書 １００  内科 １,２９１ 

身障診断書 １５４  夜間休日 １７９ 

医学的意見書 ４６  救急 ３１３ 

自立支援診断書 １１０  専門外来（内科） ７６１ 

指定難病診断書 ６０  循環器外来 １６５ 

障害年金診断書 ７５  消化器外来 ２８６ 

休業補償 １９８  糖尿病外来 １４９ 

傷病手当・見舞金 ７２９  呼吸器外来 ７７ 

入院証明書 ２,６５５  腎外来 １７ 

後遺症診断書 １７  血液外来 ２１ 

証明書（事務証明） ３５９  神経内科外来 ４６ 

療養費同意書 １３１  小児科 ３１１ 

主治医意見書 １,１５１  アレルギー外来 ２ 

訪問看護指示書 １,７５７  乳児検診 ０ 

生活保護関係意見書 １,８９５  外科 ３０７ 

その他書類 ７８８  産婦人科 ５３９ 

合 計 １０,４１７  整形外科 １,０４３ 

   皮膚科 ４４１ 

(１７)死亡数・剖検数     （単位：人）  耳鼻咽喉科 ２６１  

入院患者 ２２  眼科 １４６ 

外来患者 ６  脳神経外科 １１９ 

訪問診療   泌尿器科 ２８１ 

剖検数（外来死亡含） ０  精神神経科 ５１ 

   麻酔科 １３ 

   化学療法 ５ 

   リハビリ科 ２１ 

   緩和ケア内科 １３２ 

   透析 １６ 

   在宅 ７ 

   健診後外来 １８７ 

   検査（放射線科） １,２８１ 

  
 

検査（生理検査+内

視鏡） 
３０９ 

 

 

 

 

- Ⅰ-7 -



埼玉協同病院 年報 2020 年 VOL.33（通巻第35 号）                                           Ⅰ.病院の概要 

 

 

 

 

 

１．新型コロナウイルス感染症への対策と取り組み 

（１）２０２０年４月２日から発熱や風邪症状のある患者さんと通

常の患者さんの受診経路を区分して、もしもの感染拡大を

防ぐための予防的な措置として「発熱外来」を開始しました。

県から支給された陰圧テントを救急車搬送入口の向かいに

設置し、その後、陰圧テントを撤収し順次計３棟のプレハブ

を設置しました。４月２７日からは、正面玄関の開錠時刻を 

７時から８時に変更させていただき、朝早くから待合室で風

邪症状の患者さんが、お待ちになることがないようにしまし

た。１０月から新たに大型の検温モニターを２台設置しまし

た。「緊急事態宣言」の発出に伴い、レストラン虹の森の営

業も４月６日から休止とさせていただきました。７月１３日再

開後も収容人数を制限し、感染予防策を整備してきました。

発熱外来は、１１月から「診療・検査医療機関」として埼玉県

の指定を受けました。 

医療用マスク等の衛生材料・感染防護具の供給不足の中 

職員は、患者さんに直接接する診療場面とそれ以外での使 

用頻度等を変えたり、交換のタイミングを見直したりして、使 

用量をコントロールするとともに必要な予防策は積極的に講 

じるように徹底し、毎日の検温と健康状態を報告するように 

しました。報道などで窮状を知った患者さん、職員家族、地 

域の町会や諸団体、企業から様々な寄付をいただき支えて 

いただきました。業務用ビニールシートで手作りのガウンを 

製作してくれた医療生協の組合員さんには大変励まされま 

した。本部の職員も総出でビニールエプロンの製作を行い 

ました。 

外来の各受付では、ビニールカーテンでシールドを設置 

し、感染予防のため毎日２回アルコール消毒での清拭が新 

たな日常業務となりました。入院患者への面会が原則禁止 

となる中、６月２２日よりオンライン面会を始めました。さら 

に、５月２５日から入院前ＰＣＲ検査の対象を順次広げて対 

応してきました。９月１４日からは抗原定量検査が院内で可 

能となり、緊急入院時にも実施できるようになりました。年度 

末には全自動核酸抽出増幅検査システムを導入し、院内で 

PCR 検査が実施できるようになりました。 

一般の健康診断は４月から６月にかけて中止となりまし

た。年度後半には感染対策を施しながら予約枠を広げて受

入をしましたが、２０１９年度の健診者数には遠く及びませ

んでした。 

県内の感染症指定病院の満床状態を受けて、感染患者

の入院受入を４月６日から開始しました。８月からは受入病

棟を変更し、施設整備を図るとともにベッド数を拡大しまし

た。 

 

 

こうした中でも、８月に埼玉協同病院が主幹で南部地域

感染防止対策地域連携の会、３月に感染防止対策地域個

別カンファレンスをオンラインで開催しました。保健所と連

携病院から多くの参加があり、新型コロナウイルス感染症に

対する取り組みや保健所への質疑応答など意見交換や交

流をすることができました。 

１２月には病院利用委員会で、『入院患者さんへ応援メッ  

セージ』シートを作成し、総合サポートセンター入院受付前  

に貼り出しました。毎年、入院患者さんに向けた『癒やしの 

イベント』を開催していましたが、２０２０年度は、新型コロナ 

ウイルス感染症の関係でイベントを開催できない為、予約入 

院でみえた患者さんに応援メッセージをお伝えすることに 

しました。 

   ２０２１年１月の新型コロナ第３波では入院患者と職員から

複数の感染者が判明し、一定期間新規入院の受入れを停

止する措置を講じました。 

   ３月９日から新型コロナワクチンの医療従事者優先接種

が始まりました。準備チームを立ち上げ、多数の対象者に

対して短期間に、安全、スムーズに接種をすすめるため

に、試行錯誤を繰り返してきました。２０２１年３月中に６３７名

の職員の１回目の接種を実施しました。 

   年度末３月に２つの病棟で、ほぼ同時期に入院患者と職

員に複数の感染が判明し、入院の受入を２週間停止し、感

染対策をさらに徹底させることとなりました。幸いにもクラス

ターとはなりませんでしたが、ＰＣＲ検査の結果を過信する

ことなく、全ての人が無症状の感染者となる可能性を前提に

感染対策を行うことの重要性を認識しました。 

（２）刻々変化する事態に対して、管理部と感染対策委員会の

中心メンバーに本部担当役員も加わる感染対策会議を５月

のゴールデンウィークの最中に始め、６月１日からは毎週２

回、朝会前に開催し、情報共有と対策を検討してきました。

また、関係部門と対策の中心となる複数医師が集まる拡大

対策会議は月に２回開催してきました。ほぼ月に１回の頻度

で、全職員向けに管理会議から「対応方針」を配信し（２０２０

年３月３０日第１号～２０２１年３月３０日第１３号）、病院内外

の事態の情報共有と病院としての取り組み方針を周知しつ

つ、感染制御のための注意喚起を呼びかけてきました。ま

た、７月、１１月、３月に開催された病院マネジメントレビュー

（合同役職者会議）では、新型コロナウイルス感染症対策に

ついて奮闘する職場の取り組みを共有するとともに、大きく

影響を受けた経営状況について認識を深め、一方で病院リ

ニューアルにむけた建設計画の進捗を共有しつつ部門で

の検討の進捗を図りました。 

例年年明け初日に開催してきた仕事始めの全体会は中

止し、職場ごとに増田剛院長からのメッセージを撮影したＶ

ＴＲを視聴しました。院長からは新型コロナウイルス感染症

に対する職員の感染対策への奮闘をねぎらうとともに、私た

ちの役割と今後の取り組みの中心課題について呼びかけ

がありました。 

５．2020 年度活動報告 
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（３）感染拡大により、医療生協の組合員の活動も自粛を余儀

なくされ、当たり前に取り組んできた健康ひろばや安心ル

ームが開催できずにフレイルの進行が心配されたことから、

組合員活動課を中心に「新型コロナに負けるな！」プロジェ

クトが立ち上げられました。ホームページでオリジナルの体

操動画が配信され毎日同じ時間に体操したり、「お元気で

すか」の電話訪問など医療生協のつながりを意識した取り

組みが広がりました。 

また６月には、職員に「お米一合持ち寄り運動」が呼びか 

けられ、３１職場から４７５合のお米が寄せられました。これ 

は、新型コロナウイルス感染症拡大の影響で失業や休業を 

余儀なくされて「明日食べる食料がない」と相談に来られる 

方が増えていることに対応して、「フードドライブ・フードパン 

トリー」に取り組むためです。毎月、第４土曜日に定例化さ 

れ、小さなお子様を抱えた２０～３０代の若い子育て世代の 

方や外国人など毎回２０～４０組のご家族に対し、百数十名 

分の食材を中心に日常生活用品、文房具、衣類などが配布 

されています。埼玉県少子政策課、子ども食堂ネットワーク 

購買生協、地元のスーパー、大手自動車会社、運送会社等

 様々な団体から食材の寄付があります。川口市の子ども部 

や保健センター、社会福祉協議会はチラシの配布にご協力 

いただきました。感染の状況次第で、組合員、職員の他、地 

区の民生委員、大学生などがボランティアとして２０人ほど 

が参加しています。 

また、２０２０年末にクリスマスツリーやサンタを模したカー 

ドにコメントを寄せ書きしたポスターが市内の複数の小学校

 から届けられました。川口市が取り組まれた「こだまプロジェ

 クト」という医療従事者への感謝や励ましを届ける取り組みで

 した。職員に紹介するとともに、医師をはじめとする様々な職

 種の職員からお礼のメッセージを寄せ書きしたポスターを小

 中学校や市の教育委員会等にお届けしました。その後も、 

 市内の小中学校から、引き続き激励のメッセージカードがた

 くさん貼られたポスターが続々と届いています。ありがとうご

 ざいました。 

 

 

２．埼玉協同病院リニューアルと新しい病院建設に

むけた取り組み 

２０２０年７月２５日に第４回埼玉協同病院建設委員会総会を

開催しました。職員３７名（埼玉協同病院３４名、法人内事業所

３名）、組合員２７名の総勢６４名の参加でした。コロナウイルス

感染拡大の影響をもあり、前回１月の総会から半年ぶりの総会

開催となりました。６月から実施している医師をはじめとした病

院職員へのヒアリングを受けて検討されている基本設計案が

紹介されました。 

 

 

 

７月２７日に開催した病院マネジメントレビュー（合同役職者

会議）には１１３名が参加し、竹中工務店より全体の配置図を

示しながら配置や用途、導線など「建設計画の進捗状況につ 

いて」報告を受けるとともに今後のスケジュールを確認しまし

た。また、事務局からこの間検討してきた二つの新病院の機

能、受け入れ対象患者、診療科やベッド数を具体的に提示

し、今後の検討課題について提起を受けました。 

１１月２８日には第５回建設委員会総会を開催しました。職員

３２名、組合員２３名、合計５５名が参加し、建設計画の進捗状

況、立て替えステップと今後のスケジュールについて、竹中工

務店の説明を受けました。また、「第２病院（仮称）医療機能構

想案」の外来・入院・在宅・健診機能について検討プロジェクト

から報告を受け、それぞれの報告に対する質疑応答がありま

した。 

 

 

３．2020年度に始めた新取り組み 

（１）２０２０年８月１日から薬剤師による手術前の外来を始めま

した。手術を予定している患者さんに、薬の飲み合わせや

同効薬重複の有無、休薬が必要な薬について指示が抜け

ていないか、患者さんが休薬する薬を把握しているかなど

の確認を行い、更なる安心感に繋げることを目的としていま

す。 

（２）９月に中央材料室の改修工事を行いました。手術件数が

増えていることから、滅菌作業の受け入れ拡大と効率化を

図るための各種滅菌機種の入替と設備の改修でした。 

（３）１１月２５日、倫理委員会主催で「医療従事者に求められる

ＬＧＢＴＱの基礎知識」と題した学習会を開催しました。看護

師の浅沼智也さんを講師に迎え、性の多様性について学

びました。参加は６１名（直接３２名、オンライン２９名）でし

た。今回はオンラインで他事業所の方にも視聴いただくこと

ができました。また、２月１５日には「ＡＣＰ学習講演会」を開

催しました。参加は合計１２２名でした。協同病院：４１名（直

接２７名・オンライン１４名）、協同病院以外：８１名（直接５名・

オンライン７６名）でした。オンライン参加が７５％となりまし

た。 

（４）１１月から毎月、障害年金相談に取り組みました。障害年

金は申請手続きが煩雑であり、申請しても「非該当」になるこ

ともあり、ハードルが高い手続きの１つです。社会保険労務

士から具体的な助言を得ながら、生活に支障をきたしてい

る方々が適切に受給ができるように申請の準備を進めてい

ます。 
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■２０２０年 

＜４月＞ 

1 日 法人全体 新入職員入職式 

2 日 「発熱外来」開始 

3 日 埼玉協同病院 新入職員入職式 

6 日 緊急事態宣言発出のため組合員活動・企画中止 

27 日 がんゲノム医療① 

 

＜５月＞ 

1 日 メーデー集会中止 

25 日 新任リスクマネージャー研修会（２７日、２９日） 

 

＜６月＞ 

6 日 後期研修説明会 

12 日 卒２看護師スタートアップ集会 

21 日 休日当番医 

22 日 オンライン面会開始 

28 日 フードパントリー 

 

＜７月＞ 

1 日 看護師中途入職者技術研修 

3 日 看護職 新任副主任研修会 

4 日 中堅職員マネジメント研修会（前半） 

25 日 第４回埼玉協同病院建設委員会総会 

27 日 第1 回病院マネジメントレビュー 

 

＜８月＞ 

6 日 原水爆禁止世界大会・広島デー（オンライン開催） 

17 日 ＳＤＨカンファレンス 

24 日 南部地域感染防止対策地域連携の会（オンライ

ン開催） 

 

＜９月＞ 

3 日 がんワンストップ相談会 

20 日 休日当番医 

26 日 フードパントリー 

30 日 前期総合防災訓練 

 

＜１０月＞ 

3 日 高校生看護模擬面接会① 

14 日 法人監事監査 

24 日 高校生看護模擬面接会② 

28 日 ＬＧＢＴ学習会 

31 日 フードパントリー 

 

＜１１月＞ 

1 日 生活や仕事に困っている外国人のための相談会 

25 日 医療従事者に求められるＬＧＢＴＱの基礎知識 

についての学習会 

28 日 第５回埼玉協同病院建設委員会総会 

30 日 第２回マネジメントレビュー 

 

＜１２月＞ 

2 日 看護師 卒後４年目フォローアップ研修 

12 日 ＩＣＬＳ講習会 

13 日 休日当番医 

21 日 ＳＤＨカンファレンス 

26 日 フードパントリー 

 

 

■２０２１年 

＜１月＞ 

2 日 休日当番医 

8 日

～ 

緊急事態宣言発出のため組合員活動・企画中

止・延期 

25 日 がんゲノム医療② 

30 日 フードパントリー 

 

＜２月＞ 

6 日 第３回医療活動交流集会 

7 日 双葉町甲状腺エコー健診 

10 日 キャリアナース研修会 

15 日 ＳＤＨカンファレンス 

倫理委員会学習会「人生の最終段階の医療とケ

アについて」 

27 日 障害年金相談 

27 日 フードパントリー 

 

＜３月＞ 

1 日 子ども予防接種週間（７日まで） 

2 日 がんワンストップ相談会 

9 日 新型コロナワクチン医療従事者優先接種開始 

10 日 「フクシマを忘れない！原発問題学習会」 

13 日 ＩＣＬＳ講習会 

17 日 感染防止対策地域個別カンファレンス（３０日） 

18 日 薬薬連携の会 

20 日 休日当番医 

22 日 看護師 入職前研修 

24 日 八重洲監査法人監査 （～２６日） 

29 日 第３回マネジメントレビュー 

 

６．主要行事 

- Ⅰ-10 -



埼玉協同病院 年報 2020 年 VOL.33（通巻第35 号）                                           Ⅰ.病院の概要 

 

 

 

 

 

■基本診療の施設基準 

一般病棟入院基本料 

急性期一般入院料１ 

ハイケアユニット入院医療管理料Ⅰ 

回復期リハビリテーション病棟入院料１ 

緩和ケア病棟入院料２ 

診療録管理体制加算１ 

医師事務作業補助体制加算２ １５対1 

急性期看護補助体制加算２５対1 ５割以上 

夜間急性期看護補助加算 １００対１ 

夜間看護補助体制加算 

看護職員夜間配置加算 １６対１ 

療養環境加算 

重傷者等療養病棟療養環境特別加算 

栄養サポートチーム加算 

医療安全対策加算Ⅰ 

地域連携加算１ 

感染防止対策加算Ⅰ 

地域連携加算 

抗菌薬適正使用支援加算 

患者サポート体制充実加算 

褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

ハイリスク妊娠管理加算 

ハイリスク分娩管理加算 

呼吸器ケアチーム加算 

後発医薬品使用体制加算Ⅰ 

病棟薬剤業務実施加算Ⅰ 

データ加算 2 

入退院支援加算Ⅰ 

総合評価加算 

入院時支援加算 

せん妄ハイリスク患者ケア加算 

地域医療体制確保加算 

 

 

■特掲診療の施設基準 

糖尿病合併症管理料 

がん性疼痛緩和指導管理料 

がん患者指導管理料イ・ロ 

がん患者指導管理料ハ 

がん患者指導管理料ニ 

糖尿病透析予防指導管理料 

乳腺炎重症化予防ケア指導料 

婦人科特定疾患治療管理料 

 

院内トリアージ実施料 

夜間休日救急搬送医学管理料の注３に規定 

救急搬送看護体制加算１ 

ニコチン依存症管理料 

療養・就労両立支援指導料の注２に規定する相談支援 

加算 

療養・就労両立支援指導料の注３に規定する相談支援 

加算 

開放型病院共同指導料 

地域連携診療計画退院時指導料 

肝炎インターフェロン治療計画料 

ハイリスク妊産婦連携指導料１ 

ハイリスク妊産婦連携指導料２ 

薬剤管理指導料 

医療機器安全管理料１ 

在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問

看護・指導料 

在宅酸素療法指導管理料の注２に規定する遠隔モニタ

リング加算 

遠隔モニタリング (゙持続腸圧呼吸療法指導料) 

持続血糖測定器加算（シリンジポンプと連動しない測定 

器） 

遺伝学的検査 

ＢＲＣＡ１/２遺伝子検査 

先天性代謝異常症検査 

ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出(簡易ジェノタイプ判 

定) 

検体検査管理加算（Ⅳ） 

時間内歩行試験およびシャトルウォーキングテスト 

皮下連続式グルコース測定 

コンタクトレンズ検査料Ⅰ 

小児食物アレルギー負荷検査 

センチネリルリンパ節生検(片側) 

画像診断管理料Ⅰ 

画像診断管理料Ⅱ 

遠隔画像診断 

ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 

冠動脈ＣＴ撮影加算 

心臓ＭＲＩ撮影加算 

ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 

乳房ＭＲＩ撮影加算 

小児鎮静下ＭＲＩ撮影加算 

抗悪性腫瘍剤処方管理加算 

外来化学療法加算Ⅰ 

無菌製剤処理料 

脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）  

運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

 

 

７．施設基準 
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呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 

がん患者リハビリテーション料 

集団コミュニケーション療法料 

精神科デイケア「小規模なもの」 

精神科ショートケア「小規模なもの」 

人工腎臓(慢性維持透析１) 

導入期加算１ 

透析液水質確保加算及び慢性維持透析ろ過加算 

下肢末梢動脈疾患指導管理加算 

骨移植術(自家培養軟骨移植術に限る) 

脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 

乳腺悪性腫瘍手術(乳がんセンチネリルリンパ節加算 1) 

穿婁閉鎖術等(内視鏡によるもの) 

ペースメーカー移植術・交換術  

大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法） 

バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術 

肝管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除をとも

なうもの） 

体外衝撃波胆石破砕術 

腹腔鏡下肝切除術 

体外衝撃波膵石破砕術 

腹腔鏡下膵腫瘍摘出術 

腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 

早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 

体外衝撃波腎・尿管結石破砕術 

胃婁造影術 

輸血管理料Ⅱ 

輸血適正使用加算 

貯血式自己輸血管理体制加算 

人工肛門、人工膀胱造設術前処置加算 

麻酔管理料Ⅰ 

麻酔管理料Ⅱ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基本領域 

基幹施設：内科、総合診療、麻酔科 

関連・連携施設：小児科、皮膚科、外科、整形外科、 

産婦人科、病理、リハビリテーション科 

 

■サブスペシャリティ領域 

日本糖尿病学会認定教育施設（２０００.１１.２７） 

日本消化器内視鏡学会指導施設（２００６.１２.１） 

日本臨床細胞学会認定施設（２００３.９.３０） 

日本プライマリ・ケア学会認定医研修施設（２０００.１２.１） 

日本がん治療認定医機構認定研修施設（２０１０.１１.１） 

日本胆道学会指導施設（２０１４.４.１） 

日本超音波医学会認定超音波専門医研修施設（２０１５.４.１） 

日本消化器病学会認定施設（２０１６.１.１） 

日本呼吸器学会認定施設（２０１６.１２.９） 

日本脳卒中学会研修教育病院（２０１８.１.１） 

呼吸器外科専門医制度関連施設（２０１０.４.１） 

日本透析医学会専門医制度教育関連施設（２０１０.１１.２６） 

日本乳癌学会認定医専門医制度 関連施設（２０１３.１.１） 

日本消化器外科学会専門医制度関連施設（２０１３.４.１） 

日本肝臓学会専門医制度関連施設（２０１４.４.１） 

日本小児神経学会小児神経専門医研修関連施設 

 （２０１４.１０.５） 

日本循環器学会認定循環器専門医関連施設（２０１７.４.１） 

日本手外科学会関連施設（２０１６.７.１） 

日本在宅医学会認定専門医制度研修施設（２０１１.４.１） 

日本膵臓学会認定指導施設（２０２０.１.１） 

日本腹部救急医学会腹部救急認定医・教育医制度認定施設 

（２０２０.１.１） 

新家庭医療後期研修プログラム認定（２０２０.４.１） 

 

 

 

※（認定年月日） 

８．教育研修施設等 
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